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○

生前贈与のポｲﾝﾄ

Q:生前贈与は相続税対策として有効だそ

うですが親族間の贈与は危険が多いとも聞き

ます。生前贈与のポイントを教えてください。

ヱヘ：生前贈与は、相続税対策の最も基本的

な対策となりますが、せっかく贈与しても、

それを税務署が贈与と認めず相続税の対象と

されてしまったり、逆に一括贈与として高額

な贈与税を課せられる可能性もあります。

【解説】

生前贈与をする場合には、次のようなこと

に注意してください。

(1)将来値上がりが予測されるものから贈与

相続時までの値上がり分を相続財産から

除外することができます。

(2)贈与時期などは毎年変更

毎年、現金を一定期間、同時期に同額を

贈与するような契約は、定期の贈与とみな

され一括して贈与税が課せられることがあ

ります。

(3)贈与契約書の作成

当事者の意思確認や証拠資料として残す

ためにも作成した方がよいでしょう

(4)贈与の証拠は納税で

◎

基礎控除（年間60万円）の枠を超える

贈与をして少しでも納税を行うことにより、

税務署側に贈与の事実を認識してもらいま

しよう ◎

(5)受贈財産は自己管理

自己の口座から相手の口座に振り込むな

どして証拠を作り、また受贈者は贈与を受

けた財産を必ず自己管理してください。


